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１．はじめに 

 

（１）背 景 

国土交通省では,平常時における道路巡回を効率化す

る一つの手段として道路巡回端末を利用している．道路

巡回端末は,各地方整備局で導入され,現在全国で146の

出張所（北海道開発局においては事務所）で利用されて

いる．しかし,利用現場からは,機能が巡回日誌作成にと

どまっている,地図の更新費用が大きい,道路管理デー

タベースとの連携ができない等の改善要望が上がって

いる．また,道路巡回端末は,平常時の道路巡回業務の効

率化を目的に利用されてきたが,今後は災害時の情報管

理等での活用が課題となっている． 

 

（２）これまでの研究 

道路巡回端末は, 道路巡回支援システムを構成する

一部として、事務所や出張所に設置される巡回サーバ

と組合わせて利用されている．図－１に道路巡回支援

システム構成図を示す．道路巡回支援システムは,平成

6年度に,中部地方整備局において「移動電子端末装置

開発の公募」として着手され,平成 10 年度に中部地方

建設局管内の出張所で運用が開始された１）．そして現

在,北海道,東北,関東,北陸,中部,四国,九州,沖縄の８

つの地方整備局等で利用されている． 

また,CALS/ECなどの取組みが進み,工事完成と同時に電

子情報として1/500の道路基盤データ２）を取得することが可

能となった．これにより,迅速な地図更新のために必要な,「鮮

度の高い地図データ」の入手が可能となった．さらに,近年の

情報技術の急速な発展により,高度な情報端末を利用した

道路管理手法３）や,データベース連携技術による道路管理

データベース間の連携４）も平成６年度開発当時よりも進みつ

つある． 
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抄録：国土交通省では,平常時における道路巡回を効率化する一つの手段として道路巡回端末を

利用している。道路巡回端末は,複数の地方整備局で導入が進みつつあるが,「機能が巡回記

録の帳票化にとどまっており,道路管理データベースとの連携ができていない。」ことや,「搭

載されている地図の更新費用がかかる。」など現場から多くの改善要望が上がっている。 

本研究では,巡回端末の低廉化と高機能化を行うことを目的に,最新の情報技術を活用す

ることにより,地図の迅速な更新方法や巡回端末の平常時利用だけでなく災害時利用も想定

したデータベース連携機能について提案する。 
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図－１道路巡回支援システム構成図 
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（３）本研究のねらい 

道路巡回端末は,現場の状況を電子的に記録できる

ことが大きな特徴であるが,現在は平常時の巡回日誌

自動作成にしか利用していない．しかし,災害発生時利

用を考えた場合,現地被災情報の効率的収集・発信が可

能となり,迅速・的確な災害対応に活用できることは明

らかである．一方で,災害対応のための情報システムと

して「災害情報集約システム」,「防災カルテ DB 活用

システム」,「被災履歴 DB システム」が開発されてい

る．これらは,収集された災害情報を蓄積・管理・分析

することを目的としたものである．巡回端末を災害情

報収集端末として利用することで,これらのシステム

で扱う災害情報を遅滞なく収集・入力することが可能

となる． 

本研究では,「機能が巡回記録の帳票化にとどまって

おり,道路管理データベースとの連携ができていない」,

および「搭載されている地図の更新費用がかかる」な

ど現場からの改善要望を受けて,平常時利用だけでな

く災害時利用も想定した道路巡回端末の低廉化と高機

能化について提案することを目的としている． 

 

２．低廉化と高機能化に関する提案 

 

（１）サービスの整理 

本研究では,最初に巡回業務についての調査を行い,

道路巡回業務の課題・問題点について,現行の道路巡回

支援システムでの状況を把握し,今後のシステム低廉

化・高機能化方針をサービスとしてまとめた． 

さらに,道路巡回端末の低廉化・高機能化に寄与する

要素技術についての調査を行い,システム低廉化・高機

能化に利用可能か否かについて,サービス定義との比

較を行った．そして,早期に実現可能な６つのサービス

を,道路巡回端末を用いた道路巡回業務の高度化のた

めの各種サービスとして選定した．表－１に整理した

道路巡回業務のサービスを示す．表－１におけるサー

ビスのうち,特に現場要望が高く実現性の高い「迅速な

地図更新サービス」および「各種情報ガイダンスサー

ビス」の２サービスについては,実際の道路巡回業務で

の利用の可否や運用効果等を確認するために,検証実

験を行っている． 

 

（２）迅速な地図更新サービス 

「迅速な地図更新サービス」は,電子納品保管管理サ

ーバと道路巡回支援システムの巡回サーバとが定期的

にサーバ間通信を行い,道路巡回端末上の電子地図を

自動更新するものである．これによって道路巡回端末

では,常に各巡回コースの最新の地図を利用すること

が可能となる．図－２に地図更新サービスの概要図を

示す．電子納品保管管理サーバに登録される道路基盤

データの形式は,SXF 形式もしくは DM 形式である．巡

回サーバでも同様の形式でデータが蓄積される．しか

し,道路巡回端末は,地図データを動作させるために専

用の GIS ソフトを用いており,地図データ形式は GIS

ソフトの独自形式に変換する必要がある． 

巡回サーバ内での地図データは,原則として電子納

品保管管理サーバと同様の「区間別ファイル」として

格納されている．一方,現在の道路巡回システムで

は,GIS ソフトが任意区間でファイルを分割し,保有す

る形式となっている．しかし,測地座標を付与された地

図データは,システム上ではシームレスに扱うことが

できるため,巡回サーバでのデータ保管形態は電子納

品保管管理サーバと同様の区間単位で管理しておく方

が,使い勝手の観点からも望ましい．図－３に,道路基

盤データを現行の道路巡回支援システムに格納方法す

る方法の概念図を示す． 

道路巡回端末では,巡回計画の読込み時に,巡回端末

における最終更新日時以降に更新された地図データを

巡回サーバからダウンロードし,道路巡回支援システ

ムで規定されたフォルダに格納する．これによって,

更新された地図が巡回端末上に表示される． 

表－１道路巡回業務のサービス 

No. サービス名称 選定した理由 

１ 地図更新サービス ・附図データの整備・更新は,道路巡回支援システムだけでなく,あらゆる道路管理のための情報システムのユーザが

サービスの提供を望んでいる． 

・災害時対応においては,最新の附図が利用できることで,より的確な対応が可能となる． 

２ 現場画像等高速送受

信サービス 

・災害対応時においては,迅速かつ的確に現場の「画像情報」を事務所・出張所に送信することが求められている．現

行の緊急送信機能では画像の伝送が現実的には困難なため,高速に伝送できるサービスの提供が望まれている． 

３ 各種情報ガイダンス

サービス 

・巡回端末を用いて,多様な DB の情報を現場で参照する機能は,多くの既存ユーザから要望が出されている． 

・巡回作業だけでなく,点検作業,災害時対応作業での活用を考慮した場合,多種多様な情報を現場で参照できること

で,大幅な業務改善を期待できる． 

４ 緊急時情報取得サー

ビス 

・災害対応時においては,迅速かつ的確に現場と出張所・事務所間で情報の送受信を行うことが求められる．巡回員の

安全確保の点からも,多くのユーザがサービスの提供を望んでいる． 

５ 画像データ管理サー

ビス 

・画像情報の活用は,現時点では帳票への添付程度となっているが,デジタルデータとしての強みを活かした新たな利

用方法によって,大幅な巡回業務高度化につながる可能性がある． 

６ 車両運行管理サービ

ス 

・道路巡回支援システム導入当初から,エンドユーザの要求が出されていた機能である．除雪 ITS などによって,技術

的な課題はほぼクリアされているため,比較的早期に実現可能である． 
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図－２ 地図更新サービスの概要図 

 

 

 

 

道路基盤データを現行の道路巡回支援システムの地

図データとした場合に,従来の地図データと表示内容

も相違点について検証を行った．検証対象区間の工事

完成図としての道路基盤データを,現行の道路巡回支

援システムで扱っている GIS ソフトの形式に変換し,

道路巡回端末に格納する．図－４に確認した画面を示

す．工事完成図としての道路基盤データと道路巡回端 

末の地図データとで,表示内容には違いがないことを

確認した． 

 

（３）各種情報ガイダンスサービス 

「各種情報ガイダンスサービス」は,外部データベー

スサーバに登録されている情報のうち,道路巡回現場

での参照ニーズが高い情報を,あらかじめ巡回端末に

保存しておき,音声案内などによって現場で参照でき

るようにするものである．また,災害発生時などにおい

て,優先的に点検すべき場所を知らせ,行動をサポート

するための音声案内も可能となる．各種情報ガイダン

スサービスの全体構成を図－５に示す．連携対象のデ

ータベースサーバは,情報ガイダンスサービスの利用

目的によって,「道路管理 DB システム(MICHI)」,「災

害情報集約システム」,「防災カルテ DB 活用システム」

等を想定した． 

巡回サーバから,定期的に対象となる外部データベ

ースサーバに自動でアクセス（SOAP/XML による電文送

受信）し,XML 説明ファイルにある「情報の名称」と「更

新日時」を参照して,巡回サーバにおける最終更新日時

以降に更新された情報を検索し,情報を取得する．道路

巡回端末への読込みは,巡回計画の読込み時 

にまとめて行うものとし,該当する巡回コース上の情報

のみとする． 

読込んだ情報は,道路巡回端末の電子地図上にポイ

ントデータとして表示され,ポイントをクリックする

ことにより,情報内容を参照することができる．また,

音声案内機能を用いて,データベース毎に音声データ

を類型化しておき,ポイントに近付いた際に音声ガイ

ダンスを再生するものである．

 道路巡回支援システム 

MICHI

・・・・
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音声案内 

データ 
参照データ 
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図－３地図データの格納方法に関する概念図 

図－４巡回端末上で確認した画面 

図－５各種情報ガイダンスサービスの全体構成 
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本サービスは,それぞれの外部データベースサーバ

から直接データを読込み,ファイル形式でデータを扱

うようにし,巡回端末上にデータベース機能を組込む

ことは想定していない．外部データベースシステム

は,SOAP/XML によるサーバ間通信に対応できるように

インターフェイス(API)を組込みものとする．実験では,

「道路管理 DB システム(MICHI)」を対象とする．MICHI

システムでは,外部へのデータ提供用 API の構築がさ

れており,API を利用することにより SOAP/XML により

直接データベースへアクセスすることなくデータを取

得できるため,今回のような外部での情報利用を容易

に開発することができる．現在は,「各種情報ガイダン

スサービス」だけではなく「緊急時情報取得サービス」

を視野に入れた,道路巡回端末上での情報の提供方法

を検証する実験を行っている．提供する情報の種類,

画面の仕様を策定の上,搭載したデータを音声で案内

させ,実際に巡回端末上の情報表示画面を巡回担当者

に確認してもらい,使い勝手や現場ニーズとの整合に

ついて検証を行っている． 

 

３．考 察 

 

「迅速な地図更新サービス」は,電子納品保管管理シス

テムから連携して地図データを自動的に取得できるよ

うになることが重要である．そのためには,電子納品保

管管理システムにも,MICHIシステムと同様なAPIによ

る電文送受信が必要となるが,この API は電子納品成

果利用のためにすでに開発済である．あとは実際にネ

ットワーク上における物理接続を行い,必要な地図デ

ータの自動更新が可能かを技術的に検証する必要があ

る．ここで,電子納品された道路基盤データが工事完成

図等作成要領を満足しているか否かが重要である．満

足していない場合,道路基盤データから地図データへ

の変換が行われないか,あるいは正確に地図データが

表示されない可能性がある．しかし,更新がうまくでき

ていなければ,巡回中に地図データと現地状況とを比

較すれば,差違を確認できるので,提出された道路基盤

データの再確認が必要であるという判断ができる．す

なわち,日常の巡回作業で道路地図の精度を確認する

ことができるのであり,電子納品データの正確さをよ

り確かなものとし,他の道路管理システムに必要な管

理地図として大いに役立つと考えられる． 

各種情報ガイダンスサービスは,実現すれば今までの

管理ノウハウをデータ化し集約することも可能である．

さらに災害時には,情報集約端末として活用すること

ができるようになるが,災害時にはリアルタイムの情

報提供が要求される．そのため,通信網をどのように確

保するかが課題となり,さらにネットワークセキュリ

ティーなどを考慮し,実運用のための接続方法を考え

る必要がある． 

また,データベース連携をさらに進めるためには

SOAP 電文データ（XML）を統一的に管理する必要があ

る．すなわち,交換する XML データの標準化５）が必要

となってくる．このような技術面や運用面の課題解決

方法を検討の上,技術仕様をまとめることが必要とな

る． 

今後は,実業務に即した機能にするため,巡回担当者

に実際に現場で使っていただき,そこから出た意見を

システムにフィードバックする必要がある．また,災害

時での利用に向けた取り組みとしては,現場での通信

インフラ,利用者が端末を操作する時間や画面を見て

確認する時間を考慮し,通信・ネットワークに関する検

証が必要となってくる． 

 

４．おわりに 

 

道路巡回端末は,平成 10 年度から本格運用されてお

り,その設計基盤の古さから基盤そのものを移行する

時期にきている．この移行にあたり,本提案で述べた機

能を取込めればと考えている．また本研究では,現場か

らの改善要求事項である,「機能が巡回日誌作成にとど

まっており,道路管理データベースとの連携ができて

いない」,「搭載されている地図の更新費用がかかる」

ことへの対応ができたと考えている．最後に,CALS/EC

アクションプログラム 2005 においては,目標-12「現場

からの情報取得による作業の効率化」という目標があ

り,本研究にて検証をおこなった技術が,アクションプ

ログラムに貢献できる技術となればと思っている． 
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